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　1975年9月の新学期から今年の8月までの1力年間，私は主としてペソシル
バニア大学の研究室で過ごしました。夏まではハーバ…一ドとアマストにいたの
ですが，9月からペンシルバニア大学の人文学部と歴史学部が中核となって，
フィラデルフィア市とその近郊にある四つの著名な私立大学（Temple，　H6ver－
ford，　Swarthmore，　Bryn　Mawr）および，アメリカ哲学協会，ペソシルバニア
歴史協会，ペンシルバニア図書館協会等といった由緒ある団体が協力して，ア
メリカ独立200年を記念する「バイセンテニアル・カレッジ」と称する「初期
アメリカ史およびその文化」に関する研究所と講座が設置されたため，その客
員研究員として来るようにと招請を受けたからです。
　上記の諸機関についてひとことずつ紹介いたしますと，まずUniversity　of
Pennsylvaniaは1749年ベンジャミソ・フランクリンによって設立（1751年認
可）された総合大学で，野口英世はこの医学部におりました。
　Temple　Universityは1884年R．　H．　Conwe11によって，はじめは無月謝の
夜間学校として発足，現在はやはり医学部を含む総合大学です。HaverfOrd
Collegeは1833年に，ニューヨークならびにフィラデルフィアのクェーカー教
徒によって創立，Swarthmore　Collegeは1864年，クェーカーのSociety　of
Friendsによって創立された。両者ともアメリカのリベラル・アーツ・カレッ
ジとして最も著名な大学であります。男子のーカレッジのすぐ隣りのキャンパス
にある，女子大学Bryn　Mawr　Collegeは，マサチューセッツのスミス・カレ
ッジと並び称せられる名門校で，1880年にやはりSociety　of　Friendsにょっ
て設立されたものです。津田梅子ほか日本の著名な婦人指導者がここから輩出
（3）
しております。
　American　Philosophical　Societyはフランクリソによって設立された学術協
会で，Historical　Society　of　Pennsylvania，とその隣りのLibrary　Company
はペソシルバニア史，植民地史関係の資料の富庫であります。
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　これらの，フィラデルフィアにある著名な五つの大学と諸学術機関が打って
二丸となり，ひとつのrカレッジ』を作って，それぞれの保有する諸史料と人
材を，広く学生，研究者ならびに一般市民の利用に供するという試みは，かつ
てなかったことで，理事者，教員とも大いに意欲をもやしていました。
　私も一応教員スタッフの一一人であったため，理事会や教授会にも出席してそ
のプログラム作りや教授会でのディスカッショソに参加いたしましたが，連邦
政府から2力年のグラントを得て開かれるこのrカレッジ』も，いずれは恒久
的な「植民地時代史研究所」へと成長してほしい，いやそのつもりで努力して
行こうという熱意がスタッフ会合の席上感じられ，新しい歴史に参加する思い
でしたQ
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　この企ての特微として，上記の諸大学，諸機関において，初期アメリカ史の
講義またはセミナーが，ひとつのプPグラムの傘下のもとに開かれ，学生は上
記のいずれの大学や機関で開かれている講義・セミナーに自由に出席すること
ができ，単位も取ることができることが，ひとつ。日本でも大学院レベルで二
つの大学が共通単位を認め合う方式が試みとしてすでにあるとはいうものの，
いくつもの大学がマルチプルに提携し合うことのできるのは，やはりアメリカ
ならではなのであろうか。
　この「バイセンテニアル・カレッジ」のもうひとつの重要な特長は，フィラ
デルフィア以外の，初期アメリカ史の専門家を招いて，月に1～2回特別の講
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義とセミナーを開き，これを一般に公開する試みである。これには遠くはイギ
リスやカナダから，またバー一　A　一’ド，イェール，コロンビァ，プリソストソ，
シヵゴといった大学から，一流の専門家が招かれたので，研究者の交流と若手
学者の知的刺激には大いにあずかって力があったと思われます。とくに私など
は，ほとんど逢うことができないものとあきらめていた多くの研究者と，居な
がらにして直接討論し，新しい研究動向についても教えていただく機会に恵ま
れたのは望外の幸せでした。
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　初年度に開かれたこの「カレッジ」の26講座の中から，私の興味をひいたも
のをあげてみるとつぎの通りである。
　　（講　座　名）
アメリカの中のイギリス
アメリカ植民地史
植民地アメリカの共同体
アメリカのピューリタニズム
フラソクリソの世界
植民地アメリカの女性史
アメリカ社会史
社　会　層
植民地アメリカの経済社会構造
アメリカ独立革命
クェーカー主義の原理と歴史
（キャンパスのPはペンシルバニア大学，
アー大学，Bはブリソ・モァー大学，そして，　Hはハーバーフォード大学の
略である。）
私はあちこちの講義やゼミに出て見たかったのですが，自分の仕事もしなけ
　　　　　　　　　　　　　　　（5）
　　（担当教員）
　タ　　　　　　　ン
　ヒ　　ー　　ゼ　　ル
　ズ　ー　カ　マ　ン
　コ　　　　ー　　　　ン
　ビ　ー　　ゼ　　ル
　ダ　ン（夫人）
　ベ　　ン　　ソ　　ン
　ノミノレツェノレ
　ハ　　　リ　　　ス
　ビ　ー　　マ　　ン
　プ　ロ　ソナー
Tはテンプル大学，
（キャンパス）
　　　P．
　　　T．
　　　P．
　　　S．
　　　T．
　　　B．
　　　P．
　　　P．
　　　T．
　　　P．
　　　H．
Sはスワスモ
ればなりませんでしたので，ペソ大の歴史学部長のダン教授のゼミナールとズ
ーカマン教授の講義（いずれも大学院生対象）に出席していました。
　リチャード・ダソ教授は，アメリカ植民地史，ピューリタン史研究家として
すでに有名な方で，マサチ＝・・一セッツ湾植民地政府の初代総督であったウィン
スロブとその一一家を3代にわたって歴史的に追跡し，その1世紀の間にピ＝一
リタソ社会がヤソキー社会へと変貌して行くありさまを見事に画いた名著rピ
ュ　一一 潟^ンとヤンキー』の著者で，ゼミナールでは17・8世紀のイギリスとア
メリカを社会史的に比較研究し，イギリス的要因が植民地アメリカにどのよう
にして移植され，変形され，土着して行ったのかに焦点をあわせようとしてい
ます。
　ミカエル・ズーカマン（一般の学生らはザカマンと発音する）教授は，植民
地史の大斗であるハーバードのバーナード・ベイリン教授の弟子で，俊才の名
の高い学者ですが，かれはニューイソグランドの「タウソ」の研究に新局面を
開き，従来常識とされていた「タウン」の性格とは反対にむしろ「共同体」的
な要素が強かったし，そのような性格が今日のアメリカの社会にも依然として
　1看取しうることを豊かな学識をふまえて実証的に示そうとした彼の意欲作『平
和な王国一18世紀ニューイングラソドのタウン研究一』は高く評価されて
います。
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　これらの2つのクラスに出て見て先ず反省させられたことは，今まで私は，
自分と学生をあまり甘やかしすぎてきたのではないかということでした。とい
うのは，これらの講義やゼミで利用する文献の量，および学生に毎週課せられ
る「予習（Reading　Assignment）」の量は，　H本での何倍にも相当するのでは
ないかと思われるからです。学部レベルの講義でも，例えば，教授は毎週（あ
るいは2・3週間前に），翌週の講i義のテーマ（1学期間の毎週の講義内容と主
要な参考文献は講義開始日に全学生に渡される）に関する「アサイソメント」
のリストを渡すのですが，それらはタイプ用紙で1枚ないし2枚（つまり2・
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30点以上の書物と論文あるいはその他の資料）にものぼります。もちろんこれ
らを全部読むことは不可能ですが，学生はこの中から平均5～6点は読んでき
て，講義を聴き，ゼミの場合はレポートしたり議論します。このように，講義
をきく前に十分予備知識をもつよう要求されていますから，学生の質問や議論
は極めて活発で，教師の講義の途中でもどしどし質問したり，疑義を提起した
り，また，学生同志で互いに議論を交わしたりします。ですから，このような
講義の仕方は，従来一般的に日本の大学で見られたように，教師が自分で用意
してきたノートや著書に基づいて終始講義する方式とはちがって，むしろ講義
は呼び水的に短時間行なわれ，それをきっかけにでてきた質問や議論のやりと
りの中から，学生に，今日のテit一マのどこに問題があるのか，何がポイントな
のかを教え，そこから研究の興味をおこさせるよう導いているようです。そこ
での教師の役割は，自分で料理したものをテーブルの上にきれいに並べて「さ
あ，めし上れ」ということにあるのではなく，「各人それぞれ，マーケットへ
行って材料を仕入れて来い。それによって何ができるか，みんなでやって見よ
うではないか」といって，司会者，あるいは調整者の役割をはたしているかの
ようです。
　こういう講義の仕方は，日本の大学でも珍らしいことではないにしても，ま
だまだ本格的ではありませんし，またひとつ決定的に違うことは，学生の準備
と，それに立っての意見の主張が非常に活発だということです。
　これは教師の側にとっても準備が楽ではありませんが，（したがって教師は
講義とゼミの2コマないし3コマ以上は持っていない），それ以上に，本気に
なってこれに対応して行こうとする学生にとっては，毎日が文献の探索とその
読破に地獄のような戦いの連続となります。幸い，アメリカの大学の図書館に
は，教師のアサインメント・リストに記されている資料は（1冊は必ず，ある
ものは何冊も）備えられているものの，学生たちは，図書館の文献を奪いあっ
て読んでいる感があります。
　私も一学生になって，かれらと一緒にアサインメソトを読む努力をしてみま
したが，始めの1・2週間は，まず資料の所在をたしかめるのに時間がかかり，
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1日にひとつか，2つの論文を読むのにくたくたになりました。しかし，各講
義のアサインメント・リストにのっている資料が，全部ではないにしてもずら
りと整っていることを発見してからは，大分手間がはぶけたものの，それでも
青息吐息で1日1冊読むのにやっとでした。
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　またアメリカの大学の図書館は（これはまた日本の大学や研究所の図書館と
は雲泥の差ともいうべき違いがあります），これらの研究者，学生の研究意欲
に対応できるよう非常に便利に構成されているのにはうらやましい程です。特
溺資料室を除いて，すべてオープン・ラック方式で，学生でも教員でも，そして
一般市民でも（！）自由に書庫に入って資料を取り出し閲覧することができ，
書庫の各層には机がずらりと並んでいます。
　雑誌論文で，アサインメソト・リストに記載されているものはすべて，その
コピーが所定のロッカーの中に収められていますし，それらを，これまた各層
にいくつか備えられているゼロックス機で，自由に（有料）コピーできるよう
になっています。
　貸し出し冊数に限度はなく（教員のみか？）教員であれば，製本ずみの学術
雑誌でも24時間に限って貸出できます。ただし，学生の場合，資料の返却が遅
れた場合は，1日につき50セソトの延滞金を支払わせられます。
　さらに，図書館の最大のメリットともいうべき，レファランス・セクション
には常時マスター・デグリー以上を持っている専門員が何人か常駐していて，
そこに相談すれば，文献の探索から，特殊な研究テーマに関する問題について
まで，手を取るようにして助けてくれますし，他州の大学や図書館にある文献
も，2週間程で取り寄せて貸し出してくれます。
　とにかくここの図書館は学生がその気になって研究しようとするならば，打
てば響くように対応してくれます。
　ちなみに図書館は平日は午前2時まで開いています。
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